
 

 

【研究内容の概要】 
ハイブリッド P2P型技術によって，環境計測のためのセンサーデータやオ
フィス内の文書データを，簡単に，かつ安全に共有するシステムの開発 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード P2P,データ共有，センサーデータ，文書データ 

特
長
／
効
果 

 ハイブリッド型によって，効率的な検索を実現可能 

 ユーザ認証により，特定のメンバー間でのみの利用を可能 

 ノード間の通信の監視が可能 

 
利
用
／
用
途 

 ライブカメラ画像・環境モニタリング情報・工場の画像データ・工場の

計測データなどの現場発生情報の共有 

 オフィス内の文書データなどの情報共有 
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センサーデータ共有システム 文書共有システム 

D

B 

・「センサーに関するメタデータ」と「セン

サーデータ」を分散して管理． 

・インデックスサーバがメタデータを管理

し，センサーデータはノードが保管する． 

・メタデータの自動登録機能を実装 

・機能を限定したミニノードを実装 

・「文書に関するメタデータ」と「文書」を

分散して管理． 

・インデックスサーバがメタデータを管理

し，文章は各ノードが保管する． 

・メタデータの自動登録機能を実装 

・キーワードの自動抽出機能を実装 

・キーワードによる文書検索が可能， 

情報・通信 分野 

H002 

mailto:klc@kindai.ac.jp
http://www.kindai.ac.jp/liaison

